
火災危険性を有するおそれのある物質の調査結果 〔参考Ⅱ－１〕

第一次候補物質

IUPAC名（物質名） 一般名称 CASNo. 化学式(MW) 現行法 候補類 物質の状態 事故・性状等 用途 流通量 選考根拠

1 塩化鉄(Ⅲ）無水物 塩化第二鉄 7705-08-0 ＦｅＣｌ３
(160.20)

― 1

黒褐色六方結晶　吸湿性
融点：３０６℃
沸点：３５１℃
(以上　１５９１１の化学商品）
国連番号　１７７３　塩化第二鉄　無水物
分類　８　腐食性物質

２０１１年４月
USA．Colo．Longmont　カレッジの貴金属実習室で塩化第二鉄
溶液を薄めようとした際、異常反応起こり、学生が腕に薬傷負う
（災害情報センターDB)
アルカリ金属、アリルクロライド、エチレンオキシド、スチレン、塩
基と激しく反応し、爆発の危険をもたらす。(国際化学物質安全
カード）
平成21年に３類試験実施（危険性なし）

プリント配線エッチング用，
下水処理剤，写真製版用

10,000-100,000トン
（平成19年化学物質の製造・輸
入量に関する実態調査：経済産

業省）

国内事故事例

IUPAC名（物質名） 一般名称 CASNo. 化学式(MW) 現行法 候補類 物質の状態 事故・性状等 用途 流通量 選考根拠

2 窒化アルミ二ウム ― 24304-00-5 AlN
(40.99)

― 2/3

融点：＞2200℃
白色粉末

密度：3.26g/m
3

（Wikipedia)

粉末状態の窒化アルミニウムは雰囲気中の水と容易に反応し
て、
AlN + 3 H2O → Al(OH)3 + NH3
という反応を起こす。従って粉末は乾燥空気または高純度窒素
ガス中で保管する必要がある。（Wikipedia)

ＩＣ基板原料，放熱絶縁材原
料

360トン以上600トン未満
ある製造会社が生産能力年間
360トンで世界市場の60％の

シェアを有する（当該製造会社
HP）

窒化チタンと類似

3 窒化ケイ素 ― 12033-89-5 Ｎ４Ｓｉ３
(140.28)

― 2

融点：1900℃（分解）
灰色粉末

密度：3.44g/m
3

（Wikipedia)

危険物相当の物質と類似

ファインセラミックス材料（自
動車ターボチャージャーロー
タ，切削工具，軸受け，プラ

ント部材等）原料

（ＮaSi3生産量として）435ｔ以上
（インターネット調査）

窒化チタンと類似

4

４－ヒドロキシ－２，２，
６，６－テトラメチルピ
ペリジン－Ｎ－オキシ
ル

4-ヒドロキシテンポ 2226-96-2

（172.24）

― 5

融点：67-70℃

密度：1.187g/cm
3

引火点：146℃
発火点：260℃
(以上NITE CHRIP)
黄色～濃い黄色結晶粉末
融点：７２℃
(以上　東京化成MSDS)

GHS分類で爆発性に関連する原子団とされているN-Oの結合を
有する

重合防止剤原料

594トン(平成21年）
化審法二監生産量増
平成19年と21年比較

171⇒594トン

二監で生産量急増
爆発に関連する原子団を

有する

5
(1R,2S,4R)-1,7,7-トリ
メチルビシクロ[2.2.1]
ヘプタン-2-オール

ボルネオール 464-43-7

(154.25)

― 2

無色結晶
融点：206～209℃
引火点:65℃ （密閉式）
（以上　Sigma-Aldrich MSDS)

国連番号　1312　ボルネオール
国連分類　4.1　可燃性固体
（12改訂以前）

天然由来の香料成分

10-100トン
（平成19年化学物質の製造・輸
入量に関する実態調査：経済産

業省）

国連分類で危険物該当

6 硫化カリウム ― 1312-73-8 K2S

(110.26)
― 2/3

吸湿性の白色結晶、空気に触れると赤色又は茶色に
なる
融点：840℃
溶解性：水に良く溶ける
（以上　国際化学物質安全性カード）

国連番号　1382　硫化カリウム無水物又は結晶水30％未満
国連分類　4.2　自然発火性物質
（12改訂以前）

衝撃、摩擦、又は振動を加えると分解することがある。
空気に触れると、自然発火することがある。
（以上　国際化学物質安全カード）

医薬中間体原料，脱毛剤原
料，分析試薬

サンプル入手可能／流通量に
係る情報はない

国連分類で危険物該当

7 ナフテン酸コバルト
ナフテン酸コバルト粉
末

61789-51-3
Co(C11H10O2)2

(国際化学物質安全性カード）

他DBは構造不確定

― 2

融点：140℃
紫色～黒色　結晶固体
溶解性：水　不溶
　　　　　アルコール　可溶
自然発火温度：276℃
（以上　東京化成MSDS)

国連番号　2001　ナフテン酸コバルト　粉末
国連分類　4.1　可燃性固体
（12改訂以前）

塗料・インキ乾燥促進剤，触
媒，樹脂硬化促進剤

接着助剤

ナフテン酸金属として
10,000～100,000トン

（平成19年化学物質の製造・輸
入量に関する実態調査：経済産

業省）

ナフテン酸コバルト純物質とし
て

1,000トン以下
（一般化学物質等の製造・輸入
数量、２２年度実績※第一報
途中集計値：経済産業省）

国連分類で危険物該当

8 窒化リチウム ― 26134-62-3 ＮＬｉ３
（34.82)

― 2/3

融点：840-850℃
赤褐色粉末
密度:1.3g/cm3
（以上　Sigma-Aldrich　MSDS)

国連番号　2806　窒化リチウム
国連分類　4.3　水と接して引火性ガスを発生する物質
（12改訂以前））

窒化物合成原料
サンプル入手可能／１トン未満

（高純度化学研究所）
国連分類で危険物該当

9 二硫化チタン ― 12039-13-3 S2Ti

(112.00)
― 2/3

黄色～茶色粉末、200meshパス
（以上　和光純薬データ）

密度：3.37g/m
3

（以上　Chemical Book)

国連番号　3174　二硫化チタン
国連分類　4.2　自然発火性物質
（12改訂以前）

不明
サンプル入手可能／１トン未満

（高純度化学研究所）
国連分類で危険物該当

10 二酸化チオウレア 二酸化チオ尿素 1758-73-2

(108.12)

― 2/3

融点：144℃
水溶解度：27g/L
蒸気圧：<0.0027mmHｇ
比重：1.68
（以上NITE CHRIP)
淡黄色結晶
融点：124-127℃
（以上Sigma-Aldrich　MSDS)

国連番号　3341　二酸化チオウレア
国連分類　4.2　自然発火性物質
(12改訂以前）

染料還元剤，抜染脱色剤
1,000～10,000トン

(平成19年実態調査）
国連分類で危険物該当

11
ジチオ炭酸O-エチル
S-ナト リ ウム

キサントゲン酸ナトリ
ウム

140-90-9

(144.18)

― 2/3

淡黄色粉末
溶解性　：水、アルコールに可溶
（以上東京化成MSDS）

国連番号　3342　キサントゲン酸塩類
国連分類　4.2　自然発火性物質
(12改訂以前）

農薬原料
サンプル入手可能／流通量に

係る情報はない
国連分類で危険物該当

IUPAC名（物質名） 一般名称 CASNo. 化学式(MW) 現行法 候補類 物質の状態 事故・性状等 用途 流通量 選考根拠

12 ナトリウムエチラート ソジウムエチラート 141-52-6 C2H5NaO

(68.05)
― 2/3

融点：260℃ (分解)
引火点：30℃
発火点：30-50℃
蒸気圧：＜0.1mmHg (20℃)
溶解度 水 ： 水と反応
(以上　NITE CHRIP）
溶解度　エタノール：可溶　(東京化成　MSDS)

2008年7月18日　香川県（危険物に係る事故事例）
農薬および農薬生産の中間体を製造　通常運転　原料仕込み
中降雨の中、発見までは異常なく、メチルエチルケトンと蓚酸ジ
メチルを混合、反応槽を替え前出混合液にキシレンを混液する
仕込み作業をし、次工程の準備として反応槽近傍に開封した粉
末ソジウムエチラート(10kg詰20袋)を仮置きしたところに何らか
の水分が接触し発熱反応を起こして発火、計器室の監視員が発
見すると同時に裁縫知己が作動、作業員が水消火、粉末消化器
の順に初期消火するとともに一般取扱所の装置

国連番号3206：アルカリ金属アルコラート
国連分類4.2　自然発火性物質
(12改訂以前）

触媒，有機合成中間体

100-1,000トン
(平成13年化学物質の製造・輸
入量に関する実態調査：経済産

業省）

国内事故事例
再調査

13
クロロ－１，３－ブタジ
エン

ク ロ ロ プレ ン 126-99-8

(88.54)

― 5

融点：-130℃
沸点：59.4℃
対水溶解度：0.026g/100mL
蒸気圧：219mmHg
引火点：-20℃
燃焼範囲：4.0-20.0Vol%
（以上 NITE CHRIP)
無色透明液体
水溶解度：0.03g/100mL
比重：0.96
（国際化学物質安全性カード）

FACTS(No.2328　1978　USA　工場)
容器の爆発、火災

考察
.この物質のモノマーは空気により非常に急速に自動酸化され、
0℃においてさえ不安定な過酸化物を生成し、それらはモノマー
の発熱的重合の触媒として有効である(HB5-1397)

国連番号、国連分類なし

合成ゴム中間体（全て安定
剤を加えて取り扱う）

クロロプレンゴムとして115,473ト
ン(2008年)/安定剤入り希釈品

は入手可能
モノマーとしての流通はない

海外事故事例

①国内外の事故事例

第一次候補物質

②文献調査

③昨年度試験未実施の物質



第一次候補物質

14 １H-トリアジン
アジ化水素、アジ化
水素酸

7782-79-8 N3H

(43.03)
― 5

耐えられない刺激臭、無色透明液体
融点：-80℃
沸点：37℃
沸点： 35.7 ℃
蒸気圧 484 mmHg （25 ℃ EST） : SRC (2009)
比重（密度） 1.09 (20 ℃/4 ℃) : Sax (11th, 2004)、(1.126 g/cm3 (0
℃) : Lange (16th, 2005))
溶解度 水に可溶 : Lide (88th, 2008)
オクタノール・水分配係数 1.16 (EST) : SRC (2009)
（以上　安全情報センターMSDS)

危険物に係る事故事例　（1998.08.04、広島県、製造所)
5-アミノテトラゾール製造過程で発生するアジ化水素が、除外途
中にベントコンデンサーで冷却液化され、構造上不必要な配管
に液溜まりした。また、5-アミノテトラゾール製造に係る熟成時間
を、3時間から1時間に短縮したことで、溶存アジ化水素量が多く
なり、高濃度のアジ化水素酸として凝縮され、濃度が安全領域を
越えた。この状況で何らかの振動又は衝撃により爆発したと推
定される。

副生成物質
副生成品での事故で、一般流

通はない
国内事故事例

継続

15 三塩化窒素 塩化窒素 10025-85-1 Cl3N

(120.37)
― 5

黄色油状液体
融点：-40℃
沸点：71℃
溶解度：水　不溶
　　　　　ベンゼン、クロロホルム、四塩化炭素に可溶
密度：1.635g/mL
（以上Wikipedia)

危険物に係る事故事例　1969.4.29、徳島県、一般取扱所
回転機器の分解点検を行ったところ、トルエン及び反応液が流
出し、油分離槽に滞留した。この排水がアルカリ性となり、三塩
化窒素が生成し、浮遊する油に溶解した。この油をドラム缶で汲
み上げたところ、そのサピが触媒となって三塩化窒素が分解し、
爆発した。

副生成物質
副生成品での事故で、一般流

通はない
国内事故事例

再調査

16
トリベンジルホスファ
イト

亜リン酸トリベンジル 15205-57-9

（352.37）

― 5

沸点：142-148℃
（以上　NITE CHRIP)
固体
融点：52℃
（以上　Chemical Book)

危険物に係る事故事例
1977.12.26、福島県、一般取扱所
事故概要不明

触媒
老化防止剤

国内生産はない／輸入情報は
ない

国内事故事例
再調査

17
ビス(ジメトキシチオホ
スフィ二ル)ペルスル
フィド

― 5930-71-2

(266.15)

― 5 固体

MARS(Accident　code　200,10　December　1990)
塩素化設備において発生した爆発事故。
3℃で行われるべき操業が、塩素の添加が早すぎたことと冷却
不足により30℃を超えていた。溶剤が蒸発し、そして、MP1、MP2
及びMP11(ビス(ジメトキシチオホスフィ二ル)ペルスルフィド)の分
解温度に達した時、突然、素早く分解が起こり、反応器が変形し
た結果、開口より可燃性ガス漏えいした。そのガスが着火し、爆
発が生じた（着火源は制御室の電気設備と思われる)

不明
国内生産／海外製造情報はな

い
海外事故事例

再調査

18
2-クロロアセトアルド
オキシム

クロロアセトアルドオ
キシム

51451-05-9

（93.51）

― 5

アルドオキシムの蒸留中に起こる爆発や激しい分解
は、自動酸化により生成する過酸化物の存在が原因
である可能性がある(HB-Oximes(オキシム)')。類似物
質：アセトアルデヒドオキシム[ヒド□キシイミノエタ
ン](HB5-0829)

FACTS(No.12504　1993　USA　化学工場
医薬・

農薬中間体
国内生産／輸入情報はない

海外事故事例
再調査

19

ジチオりん酸Ｏ，Ｏ－ジ
メチル－４－オキソベ
ンゾトリアジン－３－イ
ルメチル

アジノホスメチル 86-50-0


(317.32)

― 2

固体
融点:73-74℃
沸点:>200℃(分解)
水溶解度:33mg/L
比重:1.44
（以上　NITE CHRIP)

1997年5月8日米国アーカンソー州ウエストヘレナ市 農薬
日本では登録されていない農

薬で、流通していない
海外事故事例

再調査

20 四硫化四窒素 ― 28950-34-7 N4S4

（184.29）
― 5

橙黄色結晶
融点：178℃
沸点：207℃(爆燃）
(以上Wikipedia)

事故事例(FACTS、研究所、実験室)
化学物質の爆発
事故概要不明
爆発的分解のおそれ

不明
現在日本では生産していない。

海外の流通情報もない
海外事故事例

再調査

21
4-クロロブチロニトリ
ル

γ-ク ロ ロ ブチロ ニト
リ ル

628-20-6

(103.55)

第四類
第三石油類

5

無色～わずかに薄い黄色透明液体
沸点：196-197℃
密度：1.09
引火点：108℃
（以上　和光純薬MSDS)
沸点：192℃
対水溶解度：20600mg/L
比重：1.0738（20/4℃）
引火点：85℃
（以上　NITE CHRIP)

共有結合を有するシアン類　反応性、不安定 薬品中間体
流通量不明／サンプル入手可

能
再調査

22
2-クロロアクリロニト
リル

α-クロロアクリルニ
トリル

920-37-6

(87.51)

第四類
第一石油類

5

無色～わずかに薄い黄色透明液体
融点：-65℃
沸点：88℃

密度：1.088g/cm
3

引火点：6℃
（以上　Chemical Book)

.共有結合を有するシアン類　反応性、不安定
高分子原料
医薬中間体

流通量不明／サンプル入手可
能

再調査

23 シアノシクロプロパン
シクロプロパンシアニ
ド

5500-21-0

(67.09)

第四類
第二石油類

5

無色～赤みの黄色透明液体
沸点：133℃
引火点：32℃

密度：0.911g/cm
3

（以上　Chemical Book)

共有結合を有するシアン類　反応性、不安定 農薬中間体
サンプル入手可能／流通量に
係る情報はないが、大量に生
産されているとは考えにくい

再調査

24 アゼチジン トリメチレンイミン 503-29-7

(57.09)

第四類
第一石油類

5

無色～淡黄色液体
沸点：61-62℃
密度：0.847g/mL
引火点：-21℃
（以上　和光純薬MSDS)

不安定で爆発しやすい 医薬中間体
推定100kg以下／入手可能

（労働安全衛生法による届出が
ない）

再調査

25 グルタロ二トリル 1,3-ジシアノプロパン 544-13-8

(94.12)

第四類
第三石油類

5

無色透明液体
融点:-29℃
沸点：285-287℃
引火点:113℃（密閉式)
密度：0.995g/L
（以上Sigma-Aldrich　MSDS)

.共有結合を有するシアン類　反応性、不安定 電解質塩溶解用溶媒
推定100kg以下／入手可能

（労働安全衛生法による届出が
ない）

再調査

26 デカボラン(14) ― 17702-41-9

（122.21）

― 2

融点：99℃
沸点：213℃
引火点：80℃
発火点：149℃(300F)
（以上NITE CHRIP)
白色結晶性粉末
（以上　和光純薬MSDS)

国連番号　1868　デカボラン
国連分類　4.1　可燃性物質
（12改訂以前）

触媒、燃料、イオンビーム
発生源

過去５年で1kg以下／入手可能
（日化協調査）

再調査

27 t-ブチルシアニド ピバロニトリル 630-18-2

(83.13)

第四類
第二石油類

5

無色透明液体
融点：15℃
沸点：105℃
引火点：21℃
密度：0.76
（以上　東京化成MSDS)

.共有結合を有するシアン類　反応性、不安定 不明
推定100kg以下／入手可能

（労働安全衛生法による届出が
ない）

再調査

28
5-メチル-1-(1-メチ
ルエチル)-1,2,3アザ
ジホスホール

― 126330-30-1

（159.11）

― 3
性状
この物質は極度の自然発火性をもつ(HB5-2369)

リンを含む酸のエステル 不明
日本及び海外の流通情報はな

い。
再調査

29
1.2-シクロブタンジオ
ン

― 33689-28-0

(84.07)

― 5

Bretherick's Handbookにそのジオンは冷所で貯蔵し、
重合を防止するため直火から離して取り扱わなけれ
ばならないと記載があるだけで、製品として国内流通
していない。

冷所貯蔵し、直火から離して取り扱い 不明
日本及び海外の流通情報はな

い。
再調査

31 三∃ウ化窒素 ― 13444-85-4 I3N

（394.72）
― 5

赤色固体
三塩化窒素類似物質
合成された三∃ウ化窒素は、非常に爆発性が高く、
0℃以下で分解する。これは臭素および塩素の類似体
のように高い吸熱性をもっている(BH5-4476)
衝撃に敏感で爆発を起こす。少量に軽く触れただけで
も黒色火薬のような破裂音とともに爆発し、ヨウ素蒸
気からなる紫色の煙を発生する。

爆発性、分解。衝撃爆発
非常に不安定で輸送できない

超爆発性 流通情報はない 再調査



第一次候補物質

32 過塩素酸鉛溶液 ―
13637-76-8
（過塩素酸鉛）

（過塩素酸鉛）
'（406.10）

― 6

固体
融点：280℃
比重：４．８２－４．８６
水溶解度：226.103g/100mL
（以上　NITE CHRIP)

　
酸化性固体、溶液が酸化性液体
国連番号　1470　過塩素酸鉛、固体
国連分類　5.１　酸化性物質
（12改訂以前）

絵具、鉛蓄電池
国内製造なし

（無水物は不可、三水和物は入
手可）

再調査

IUPAC名（物質名） 一般名称 CASNo. 化学式(MW) 現行法 候補類 物質の状態 事故・性状等 用途 流通量 選考根拠

33
１-(4-ニトロフェノキ
シ)-２-プロパノン

p-ニトロフェノキシア
セトン

6698-72-2

（195.17）

― 5
固体

ニトロ化合物（第５類）
1998年11月　新潟県 医薬品中間体 医薬中間体で一般流通はなし

国内事故事例
再調査

34
過ホウ酸ナトリウム
水和物

－ 10332-33-9

(99.81)

― 1
固体

ペルオキソホウ酸塩類（第１類）
国連分類　5.1　酸化性物質 酸素漂白剤

600トン（推定）
（15911の化学商品）

再調査

35
チオり ん酸O, O-ジメ
チルO-( 2-ク ロ ロ -4-

ニト ロ フ ェ ニル)

2-クロロー4－ニトロ
フェニルチオノホスホ
ン酸ジメチル

ジカプトン

2463-84-5

(297.65)

― 5

約270℃での1.5gサンプルの熱分解後に爆燃と燃焼を
伴い、20秒後に沸騰するが、5gのサンプルは分解の
間に速やかに着火する(HB7-2955)

ニトロ化合物（第５類）
熱分解後に爆燃と燃焼、沸騰、着火 農薬殺虫剤

日本では登録されていない農
薬であり、流通していない

再調査

36 ―
カーボンブリック（※
１）
炭素の混合物

― Ｃ、その他 ― 2

固体

混合物

事故事例
2000年12月12日　神奈川県川崎市　化学工場
石油化学工場のフレアスタックがエチレン製造装置の緊急停止
作業のため大きな炎を上げた。その時フレアスタック上部から高
温のカーボンブリックが飛散し、フレアスタック近くの枯れた芝生
が燃えた。

副生成物質 流通なし
国内事故事例

再調査

（※１）第１回目の検討会で「カーボンブリック」は「カーボンブラック」の間違いではないかというご指摘を受け、「カーボンブラック」に訂正したところですが、
　　　　平成22年度の検討会で候補に挙がっていた物質は「カーボンブリック」で間違いありません。
　　　　川崎市の事故事例が紹介されている「失敗知識データベース」によると、カーボンブリックとは石油化学工場のフレアスタックの内面などに付着した炭素等の塊とのことです。
　
　

④昨年度試験未実施の物質のうち候補として適切でない物質



第二次候補物質

第二次候補物質

①火災爆発事故に関与した可能性のある化学物質

IUPAC名（物質名） 一般名称 CASNo. 化学式(MW) 現行法 候補類 物質の状態 事故・性状等 用途 年間生産量等 選考根拠

1 塩化鉄(Ⅲ）無水物 塩化第二鉄 7705-08-0 ＦｅＣｌ３
(160.20)

― 1

黒褐色六方結晶　吸湿性
融点：３０６℃
沸点：３５１℃
(以上　１５９１１の化学商品）
国連番号　１７７３　塩化第二鉄　無水物
分類　８　腐食性物質

２０１１年４月
USA．Colo．Longmont　カレッジの貴金属実習室で塩化第二鉄溶
液を薄めようとした際、異常反応起こり、学生が腕に薬傷負う（災
害情報センターDB)
アルカリ金属、アリルクロライド、エチレンオキシド、スチレン、塩
基と激しく反応し、爆発の危険をもたらす。(国際化学物質安全
カード）
平成21年に３類試験実施（危険性なし）

プリント配線エッチング用，
下水処理剤，写真製版用

10,000-100,000トン
（平成19年化学物質の製造・輸
入量に関する実態調査：経済産

業省）

国内事故事例

②製造・輸入量100ｔ/年以上の化学物質

IUPAC名（物質名） 一般名称 CASNo. 化学式(MW) 現行法 候補類 物質の状態 事故・性状等 用途 流通量 選考根拠

2 ナトリウムエチラート ソジウムエチラート 141-52-6 C2H5NaO

(68.05)
― 2/3

融点：260℃ (分解)
引火点：30℃
発火点：30-50℃
蒸気圧：＜0.1mmHg (20℃)
溶解度 水 ： 水と反応
(以上　NITE CHRIP）
溶解度　エタノール：可溶　(東京化成　MSDS)

2008年7月18日　香川県（危険物に係る事故事例）
農薬および農薬生産の中間体を製造　通常運転　原料仕込み中
降雨の中、発見までは異常なく、メチルエチルケトンと蓚酸ジメチ
ルを混合、反応槽を替え前出混合液にキシレンを混液する仕込
み作業をし、次工程の準備として反応槽近傍に開封した粉末ソ
ジウムエチラート(10kg詰20袋)を仮置きしたところに何らかの水
分が接触し発熱反応を起こして発火、計器室の監視員が発見す
ると同時に裁縫知己が作動、作業員が水消火、粉末消化器の順
に初期消火するとともに一般取扱所の装置

国連番号3206：アルカリ金属アルコラート
国連分類4.2　自然発火性物質
(12改訂以前）

触媒，有機合成中間体

100-1,000トン
(平成13年化学物質の製造・輸
入量に関する実態調査：経済産

業省）

国内事故事例
再調査

3

４－ヒドロキシ－２，
２，６，６－テトラメチル
ピペリジン－Ｎ－オキ
シル

4-ヒドロキシテンポ 2226-96-2

（172.24）

― 5

融点：67-70℃

密度：1.187g/cm
3

引火点：146℃
発火点：260℃
(以上NITE CHRIP)
黄色～濃い黄色結晶粉末
融点：７２℃
(以上　東京化成MSDS)

GHS分類で爆発性に関連する原子団とされているN-Oの結合を
有する

重合防止剤原料

594トン(平成21年）
化審法二監生産量増
平成19年と21年比較

171⇒594トン

二監で生産量急増
爆発に関連する原子団を

有する

4 ナフテン酸コバルト
ナフテン酸コバルト粉
末

61789-51-3
Co(C11H10O2)2

(国際化学物質安全性カード）

他DBは構造不確定

― 2

融点：140℃
紫色～黒色　結晶固体
溶解性：水　不溶
　　　　　アルコール　可溶
自然発火温度：276℃
（以上　東京化成MSDS)

国連番号　2001　ナフテン酸コバルト　粉末
国連分類　4.1　可燃性固体
（12改訂以前）

塗料・インキ乾燥促進剤，触
媒，樹脂硬化促進剤

接着助剤

ナフテン酸金属として
10,000～100,000トン

（平成19年化学物質の製造・輸
入量に関する実態調査：経済産

業省）

ナフテン酸コバルト純物質とし
て

1,000トン以下
（一般化学物質等の製造・輸入
数量、２２年度実績※第一報
途中集計値：経済産業省）

国連分類で危険物該当

5 二酸化チオウレア 二酸化チオ尿素 1758-73-2

(108.12)

― 2/3

融点：144℃
水溶解度：27g/L
蒸気圧：<0.0027mmHｇ
比重：1.68
（以上NITE CHRIP)
淡黄色結晶
融点：124-127℃
（以上Sigma-Aldrich　MSDS)

国連番号　3341　二酸化チオウレア
国連分類　4.2　自然発火性物質
(12改訂以前）

染料還元剤，抜染脱色剤
1,000～10,000トン

(平成19年実態調査）
国連分類で危険物該当

6 窒化アルミ二ウム ― 24304-00-5 AlN
(40.99)

― 2/3

融点：＞2200℃
白色粉末

密度：3.26g/m
3

（Wikipedia)

粉末状態の窒化アルミニウムは雰囲気中の水と容易に反応し
て、
AlN + 3 H2O → Al(OH)3 + NH3
という反応を起こす。従って粉末は乾燥空気または高純度窒素
ガス中で保管する必要がある。（Wikipedia)

ＩＣ基板原料，放熱絶縁材原
料

360トン以上600トン未満
ある製造会社が生産能力年間
360トンで世界市場の60％の

シェアを有する（当該製造会社
HP）

窒化チタンと類似

7 窒化ケイ素 ― 12033-89-5 Ｎ４Ｓｉ３
(140.28)

― 2

融点：1900℃（分解）
灰色粉末

密度：3.44g/m
3

（Wikipedia)

危険物相当の物質と類似

ファインセラミックス材料（自
動車ターボチャージャーロー
タ，切削工具，軸受け，プラ

ント部材等）原料

（ＮaSi3生産量として）435ｔ以上
（インターネット調査）

窒化チタンと類似

③製造・輸入量100ｔ/年未満の化学物質

IUPAC名（物質名） 一般名称 CASNo. 化学式(MW) 現行法 候補類 物質の状態 事故・性状等 用途 流通量 選考根拠

8 アゼチジン トリメチレンイミン 503-29-7

(57.09)

第四類
第一石油類

5

無色～淡黄色液体
沸点：61-62℃
密度：0.847g/mL
引火点：-21℃
（以上　和光純薬MSDS)

不安定で爆発しやすい 医薬中間体
推定100kg以下／入手可能

（労働安全衛生法による届出が
ない）

再調査

9
(1R,2S,4R)-1,7,7-トリ
メチルビシクロ[2.2.1]
ヘプタン-2-オール

ボルネオール 464-43-7

(154.25)

― 2

無色結晶
融点：206～209℃
引火点:65℃ （密閉式）
（以上　Sigma-Aldrich MSDS)

国連番号　1312　ボルネオール
国連分類　4.1　可燃性固体
（12改訂以前）

天然由来の香料成分

10-100トン
（平成19年化学物質の製造・輸
入量に関する実態調査：経済産

業省）

国連分類で危険物該当

10 グルタロ二トリル 1,3-ジシアノプロパン 544-13-8

(94.12)

第四類
第三石油類

5

無色透明液体
融点:-29℃
沸点：285-287℃
引火点:113℃（密閉式)
密度：0.995g/L
（以上Sigma-Aldrich　MSDS)

.共有結合を有するシアン類　反応性、不安定 電解質塩溶解用溶媒
推定100kg以下／入手可能

（労働安全衛生法による届出が
ない）

再調査

11 デカボラン(14) ― 17702-41-9

（122.21）

― 2

融点：99℃
沸点：213℃
引火点：80℃
発火点：149℃(300F)
（以上NITE CHRIP)
白色結晶性粉末
（以上　和光純薬MSDS)

国連番号　1868　デカボラン
国連分類　4.1　可燃性固体
（12改訂以前）

触媒、燃料、イオンビーム
発生源

過去５年で1kg以下／入手可能
（日化協調査）

再調査

12 t-ブチルシアニド ピバロニトリル 630-18-2

(83.13)

第四類
第二石油類

5

無色透明液体
融点：15℃
沸点：105℃
引火点：21℃
密度：0.76
（以上　東京化成MSDS)

.共有結合を有するシアン類　反応性、不安定 不明
推定100kg以下／入手可能

（労働安全衛生法による届出が
ない）

再調査

13
クロロ－１，３－ブタジ
エン

ク ロロプレン 126-99-8

(88.54)

― 5

融点：-130℃
沸点：59.4℃
対水溶解度：0.026g/100mL
蒸気圧：219mmHg
引火点：-20℃
燃焼範囲：4.0-20.0Vol%
（以上 NITE CHRIP)
無色透明液体
水溶解度：0.03g/100mL
比重：0.96
（国際化学物質安全性カード）

FACTＳ(No.2328　1978　USA　工場)
容器の爆発、火災

考察
.この物質のモノマーは空気により非常に急速に自動酸化され、
0℃においてさえ不安定な過酸化物を生成し、それらはモノマー
の発熱的重合の触媒として有効である(HB5-1397)

国連番号、国連分類なし

合成ゴム中間体（全て安定
剤を加えて取り扱う）

クロロプレンゴムとして115,473ト
ン(2008年)/安定剤入り希釈品

は入手可能
モノマーとしての流通はない

海外事故事例
再調査



第二次候補物質

④用途のみが把握できた物質

IUPAC名（物質名） 一般名称 CASNo. 化学式(MW) 現行法 候補類 物質の状態 事故・性状等 用途 流通量 選考根拠

14 硫化カリウム ― 1312-73-8 K2S

(110.26)
― 2/3

吸湿性の白色結晶、空気に触れると赤色又は茶色に
なる
融点：840℃
溶解性：水に良く溶ける
（以上　国際化学物質安全性カード）

国連番号　1382　硫化カリウム無水物又は結晶水30％未満
国連分類　4.2　自然発火性物質
（12改訂以前）

衝撃、摩擦、又は振動を加えると分解することがある。
空気に触れると、自然発火することがある。
（以上　国際化学物質安全カード）

医薬中間体原料，脱毛剤原
料，分析試薬

サンプル入手可能／流通量に
係る情報はない

国連分類で危険物該当

15 窒化リチウム ― 26134-62-3 ＮＬｉ３
（34.82)

― 2/3

融点：840-850℃
赤褐色粉末
密度:1.3g/cm3
（以上　Sigma-Aldrich　MSDS)

国連番号　2806　窒化リチウム
国連分類　4.3　水と接して引火性ガスを発生する物質
（12改訂以前））

窒化物合成原料
サンプル入手可能／１トン未満

（高純度化学研究所）
国連分類で危険物該当

16
ジチオ炭酸O-エチルS-
ナト リ ウム

キサントゲン酸ナトリ
ウム

140-90-9

(144.18)

― 2/3

淡黄色粉末
溶解性　：水、アルコールに可溶
（以上東京化成MSDS）

国連番号　3342　キサントゲン酸塩類
国連分類　4.2　自然発火性物質
(12改訂以前）

農薬原料
サンプル入手可能／流通量に

係る情報はない
国連分類で危険物該当

17 １H-トリアジン
アジ化水素、アジ化
水素酸

7782-79-8 N3H

(43.03)
― 5

耐えられない刺激臭、無色透明液体
融点：-80℃
沸点：37℃
沸点： 35.7 ℃
蒸気圧 484 mmHg （25 ℃ EST） : SRC (2009)
比重（密度） 1.09 (20 ℃/4 ℃) : Sax (11th, 2004)、(1.126 g/cm3 (0
℃) : Lange (16th, 2005))
溶解度 水に可溶 : Lide (88th, 2008)
オクタノール・水分配係数 1.16 (EST) : SRC (2009)
（以上　安全情報センターMSDS)

危険物に係る事故事例　（1998.08.04、広島県、製造所)
5-アミノテトラゾール製造過程で発生するアジ化水素が、除外途
中にベントコンデンサーで冷却液化され、構造上不必要な配管
に液溜まりした。また、5-アミノテトラゾール製造に係る熟成時間
を、3時間から1時間に短縮したことで、溶存アジ化水素量が多く
なり、高濃度のアジ化水素酸として凝縮され、濃度が安全領域を
越えた。この状況で何らかの振動又は衝撃により爆発したと推
定される。

副生成物質
副生成品での事故で、一般流

通はない
国内事故事例

再調査

18 三塩化窒素 塩化窒素 10025-85-1 Cl3N

(120.37)
― 5

黄色油状液体
融点：-40℃
沸点：71℃
溶解度：水　不溶
　　　　　ベンゼン、クロロホルム、四塩化炭素に可溶
密度：1.635g/mL
（以上Wikipedia)

危険物に係る事故事例　1969.4.29、徳島県、一般取扱所
回転機器の分解点検を行ったところ、トルエン及び反応液が流
出し、油分離槽に滞留した。この排水がアルカリ性となり、三塩
化窒素が生成し、浮遊する油に溶解した。この油をドラム缶で汲
み上げたところ、そのサピが触媒となって三塩化窒素が分解し、
爆発した。

副生成物質
副生成品での事故で、一般流

通はない
国内事故事例

再調査

19
トリベンジルホスファ
イト

亜リン酸トリベンジル 15205-57-9

（352.37）

― 5

沸点：142-148℃
（以上　NITE CHRIP)
固体
融点：52℃
（以上　Chemical Book)

危険物に係る事故事例
1977.12.26、福島県、一般取扱所
事故概要不明

触媒
老化防止剤

国内生産はない／輸入情報は
ない

国内事故事例
再調査

20
2-クロロアセトアルド
オキシム

クロロアセトアルドオ
キシム

51451-05-9

（93.51）

― 5

アルドオキシムの蒸留中に起こる爆発や激しい分解
は、自動酸化により生成する過酸化物の存在が原因
である可能性がある(HB-Oximes(オキシム)')。類似物
質：アセトアルデヒドオキシム[ヒド□キシイミノエタ
ン](HB5-0829)

FACTＳ(No.12504　1993　USA　化学工場
医薬・

農薬中間体
国内生産／輸入情報はない

海外事故事例
再調査

21

ジチオりん酸Ｏ，Ｏ－
ジメチル－４－オキソ
ベンゾトリアジン－３－
イルメチル

アジノホスメチル 86-50-0


(317.32)

― 2

固体
融点:73-74℃
沸点:>200℃(分解)
水溶解度:33mg/L
比重:1.44
（以上　NITE CHRIP)

1997年5月8日米国アーカンソー州ウエストヘレナ市 農薬
日本では登録されていない農

薬で、流通していない
海外事故事例

再調査

22
4-クロロブチロニトリ
ル

γ-ク ロロブチロニト
リ ル

628-20-6

(103.55)

第四類
第三石油類

5

無色～わずかに薄い黄色透明液体
沸点：196-197℃
密度：1.09
引火点：108℃
（以上　和光純薬MSDS)
沸点：192℃
対水溶解度：20600mg/L
比重：1.0738（20/4℃）
引火点：85℃
（以上　NITE CHRIP)

共有結合を有するシアン類　反応性、不安定 薬品中間体
流通量不明／サンプル入手可

能
昨年度継続

23
2-クロロアクリロニト
リル

α-クロロアクリルにト
リル

920-37-6

(87.51)

第四類
第一石油類

5

無色～わずかに薄い黄色透明液体
融点：-65℃
沸点：88℃

密度：1.088g/cm
3

引火点：6℃
（以上　Chemical Book)

.共有結合を有するシアン類　反応性、不安定
高分子原料
医薬中間体

流通量不明／サンプル入手可
能

昨年度継続

24 シアノシクロプロパン
シクロプロパンシアニ
ド

5500-21-0

(67.09)

第四類
第二石油類

5

無色～赤みの黄色透明液体
沸点：133℃
引火点：32℃

密度：0.911g/cm
3

（以上　Chemical Book)

共有結合を有するシアン類　反応性、不安定 農薬中間体
サンプル入手可能／流通量に

係る情報はないが、大量に生産
されているとは考えにくい

昨年度継続

25 過塩素酸鉛溶液 ―
13637-76-8
（過塩素酸鉛）

（過塩素酸鉛）
'（406.10）

― 6

固体
融点：280℃
比重：４．８２－４．８６
水溶解度：226.103g/100mL
（以上　NITE CHRIP)

国連番号　1470　過塩素酸鉛、固体
国連分類　5.１　酸化性物質
（12改訂以前）

絵具、鉛蓄電池
国内製造なし

（無水物は不可、三水和物は入
手可）

昨年度継続

⑤用途及び流通量が把握できない物質
 

IUPAC名（物質名） 一般名称 CASNo. 化学式(MW) 現行法 候補類 物質の状態 事故・性状等 用途 流通量 選考根拠

26 二硫化チタン ― 12039-13-3 S2Ti

(112.00)
― 2/3

黄色～茶色粉末、200meshパス
（以上　和光純薬データ）

密度：3.37g/m
3

（以上　Chemical Book)

国連番号　3174　二硫化チタン
国連分類　4.2　自然発火性物質
（12改訂以前）

不明
サンプル入手可能／１トン未満

（高純度化学研究所）
国連分類で危険物該当

27
ビス(ジメトキシチオホ
スフィ二ル)ペルスル
フィド

― 5930-71-2

(266.15)

― 5 固体

MARS(Accident　code　200,10　December　1990)
塩素化設備において発生した爆発事故。
3℃で行われるべき操業が、塩素の添加が早すぎたことと冷却不
足により30℃を超えていた。溶剤が蒸発し、そして、MP1、MP2及
びMP11(ビス(ジメトキシチオホスフィ二ル)ペルスルフィド)の分解
温度に達した時、突然、素早く分解が起こり、反応器が変形した
結果、開口より可燃性ガス漏えいした。そのガスが着火し、爆発
が生じた（着火源は制御室の電気設備と思われる)

不明
国内生産／海外製造情報はな

い
海外事故事例

再調査

28 四硫化四窒素 ― 28950-34-7 N4S4

（184.29）
― 5

橙黄色結晶
融点：178℃
沸点：207℃(爆燃）
(以上Wikipedia)

事故事例（ＦＡＣＴＳ、研究所、実験室)
化学物質の爆発
事故概要不明
爆発的分解のおそれ

不明
現在日本では生産していない。

海外の流通情報もない
海外事故事例

再調査

29
5-メチル-1-(1-メチル
エチル)-1,2,3アザジ
ホスホール

― 126330-30-1

（159.11）

― 3
性状
この物質は極度の自然発火性をもつ(HB5-2369)

リンを含む酸のエステル 不明
日本及び海外の流通情報はな

い。
再調査

30
1.2-シクロブタンジオ
ン

― 33689-28-0

(84.07)

― 5

Bretherick's Handbookにそのジオンは冷所で貯蔵し、
重合を防止するため直火から離して取り扱わなければ
ならないと記載があるだけで、製品として国内流通して
いない。

冷所貯蔵し、直火から離して取り扱い 不明
日本及び海外の流通情報はな

い。
再調査

31 三∃ウ化窒素 ― 13444-85-4 I3N

（394.72）
― 5

赤色固体
三塩化窒素類似物質
合成された三∃ウ化窒素は、非常に爆発性が高く、
0℃以下で分解する。これは臭素および塩素の類似体
のように高い吸熱性をもっている(BH5-4476)
衝撃に敏感で爆発を起こす。少量に軽く触れただけで
も黒色火薬のような破裂音とともに爆発し、ヨウ素蒸気
からなる紫色の煙を発生する。

爆発性、分解。衝撃爆発
非常に不安定で輸送できない

超爆発性 流通情報はない 再調査



試験物品

試験物品

IUPAC名（物質名） 一般名称 CASNo. 化学式(MW) 現行法 候補類 物質の状態 事故・性状等 用途 年間生産量等 選考根拠

塩化鉄(Ⅲ）無水物 塩化第二鉄 7705-08-0 ＦｅＣｌ３
(160.20)

― 1

黒褐色六方結晶　吸湿性
融点：３０６℃
沸点：３５１℃
(以上　１５９１１の化学商品）
国連番号　１７７３　塩化第二鉄　無水物
分類　８　腐食性物質

２０１１年４月
USA．Colo．Longmont　カレッジの貴金属実習室で塩化第二鉄
溶液を薄めようとした際、異常反応起こり、学生が腕に薬傷負う
（災害情報センターDB)
アルカリ金属、アリルクロライド、エチレンオキシド、スチレン、塩
基と激しく反応し、爆発の危険をもたらす。(国際化学物質安全
カード）
平成21年に３類試験実施（危険性なし）

プリント配線エッチング用，
下水処理剤，写真製版用

10,000-100,000トン
（平成19年化学物質の製造・輸
入量に関する実態調査：経済産

業省）

国内事故事例

ナトリウムエチラート ソジウムエチラート 141-52-6 C2H5NaO

(68.05)
― 2/3

融点：260℃ (分解)
引火点：30℃
発火点：30-50℃
蒸気圧：＜0.1mmHg (20℃)
溶解度 水 ： 水と反応
(以上　NITE CHRIP）
溶解度　エタノール：可溶　(東京化成　MSDS)

2008年7月18日　香川県（危険物に係る事故事例）
農薬および農薬生産の中間体を製造　通常運転　原料仕込み
中
降雨の中、発見までは異常なく、メチルエチルケトンと蓚酸ジメチ
ルを混合、反応槽を替え前出混合液にキシレンを混液する仕込
み作業をし、次工程の準備として反応槽近傍に開封した粉末ソ
ジウムエチラート(10kg詰20袋)を仮置きしたところに何らかの水
分が接触し発熱反応を起こして発火、計器室の監視員が発見す
ると同時に裁縫知己が作動、作業員が水消火、粉末消化器の順
に初期消火するとともに一般取扱所の装置

国連番号3206：アルカリ金属アルコラート
国連分類4.2　自然発火性物質
(12改訂以前）

触媒，有機合成中間体

100-1,000トン
(平成13年化学物質の製造・輸
入量に関する実態調査：経済産

業省）

国内事故事例
再調査

４－ヒドロキシ－２，
２，６，６－テトラメチル
ピペリジン－Ｎ－オキ
シル

4-ヒドロキシテンポ 2226-96-2

（172.24）

― 5

融点：67-70℃

密度：1.187g/cm3

引火点：146℃
発火点：260℃
(以上NITE CHRIP)
黄色～濃い黄色結晶粉末
融点：７２℃
(以上　東京化成MSDS)

GHS分類で爆発性に関連する原子団とされているN-Oの結合を
有する

重合防止剤原料

594トン(平成21年）
化審法二監生産量増
平成19年と21年比較

171⇒594トン

二監で生産量急増
爆発に関連する原子団を

有する

ナフテン酸コバルト
ナフテン酸コバルト粉
末

61789-51-3
Co(C11H10O2)2

(国際化学物質安全性カード）

他DBは構造不確定

― 2

融点：140℃
紫色～黒色　結晶固体
溶解性：水　不溶
　　　　　アルコール　可溶
自然発火温度：276℃
（以上　東京化成MSDS)

国連番号　2001　ナフテン酸コバルト　粉末
国連分類　4.1　可燃性固体
（12改訂以前）

塗料・インキ乾燥促進剤，触
媒，樹脂硬化促進剤

接着助剤

ナフテン酸金属として
10,000～100,000トン

（平成19年化学物質の製造・輸
入量に関する実態調査：経済産

業省）

ナフテン酸コバルト純物質とし
て

1,000トン以下
（一般化学物質等の製造・輸入
数量、２２年度実績※第一報
途中集計値：経済産業省）

国連分類で危険物該当

二酸化チオウレア 二酸化チオ尿素 1758-73-2

(108.12)

― 2/3

融点：144℃
水溶解度：27g/L
蒸気圧：<0.0027mmHｇ
比重：1.68
（以上NITE CHRIP)
淡黄色結晶
融点：124-127℃
（以上Sigma-Aldrich　MSDS)

国連番号　3341　二酸化チオウレア
国連分類　4.2　自然発火性物質
(12改訂以前）

染料還元剤，抜染脱色剤
1,000～10,000トン

(平成19年実態調査）
国連分類で危険物該当

窒化アルミ二ウム ― 24304-00-5 AlN
(40.99)

― 2/3

融点：＞2200℃
白色粉末

密度：3.26g/m3

（Wikipedia)

粉末状態の窒化アルミニウムは雰囲気中の水と容易に反応し
て、
AlN + 3 H2O → Al(OH)3 + NH3
という反応を起こす。従って粉末は乾燥空気または高純度窒素
ガス中で保管する必要がある。（Wikipedia)

ＩＣ基板原料，放熱絶縁材原
料

360トン以上600トン未満
株式会社トクヤマが生産能力

年間360トンで世界市場の60％
のシェアを有する（株式会社トク

ヤマHP）

窒化チタンと類似

窒化ケイ素 ― 12033-89-5 Ｎ４Ｓｉ３
(140.28)

― 2

融点：1900℃（分解）
灰色粉末

密度：3.44g/m3

（Wikipedia)

危険物相当の物質と類似

ファインセラミックス材料（自
動車ターボチャージャーロー
タ，切削工具，軸受け，プラ

ント部材等）原料

（ＮaSi3生産量として）435ｔ以上
（インターネット調査）

窒化チタンと類似

アゼチジン トリメチレンイミン 503-29-7

(57.09)

第四類
第一石油類

5

無色～淡黄色液体
沸点：61-62℃
密度：0.847g/mL
引火点：-21℃
（以上　和光純薬MSDS)

不安定で爆発しやすい 医薬中間体
推定100kg以下／入手可能

（労働安全衛生法による届出が
ない）

再調査

グルタロ二トリル 1,3-ジシアノプロパン 544-13-8

(94.12)

第四類
第三石油類

5

無色透明液体
融点:-29℃
沸点：285-287℃
引火点:113℃（密閉式)
密度：0.995g/L
（以上Sigma-Aldrich　MSDS)

.共有結合を有するシアン類　反応性、不安定 電解質塩溶解用溶媒
推定100kg以下／入手可能

（労働安全衛生法による届出が
ない）

再調査

(1R,2S,4R)-1,7,7-トリ
メチルビシクロ[2.2.1]
ヘプタン-2-オール

ボルネオール 464-43-7

(154.25)

― 2

無色結晶
融点：206～209℃
引火点:65℃ （密閉式）
（以上　Sigma-Aldrich MSDS)

国連番号　1312　ボルネオール
国連分類　4.1　可燃性固体
（12改訂以前）

天然由来の香料成分

10-100トン
（平成19年化学物質の製造・輸
入量に関する実態調査：経済産

業省）

国連分類で危険物該当

1

【選定理由】過去１年間の事故に関与した疑いのある物質。以前、第３類の試験により非危険物とされていたが第１類の疑いもあるため。

2

【選定理由】国連勧告では自然発火性物質とされていること及び第２類可燃性固体に該当する疑いがあるため。

3

【選定理由】年間生産量等100ｔ/年以上の化学物質

4

【選定理由】年間生産量等100ｔ/年以上の化学物質

5

【選定理由】年間生産量等100ｔ/年以上の化学物質

6

【選定理由】年間生産量等100ｔ/年以上の化学物質

10

【選定理由】年間生産量等100ｔ/年以上の化学物質

7

【選定理由】年間生産量等100ｔ/年以上の化学物質

8

【選定理由】年間生産量等100ｔ/年以下の化学物質で生産量等が確認できるもの。

9

【選定理由】年間生産量等100ｔ/年以下の化学物質で生産量等が確認できるもの。



確認試験結果報告書 

 

 

 

① 塩化鉄（Ⅲ）無水物・・・Ｐ１ 

② ナトリウムエチラート・・・Ｐ５ 

③ ４－ヒドロキシテンポ・・・Ｐ11 

④ ナフテン酸コバルト・・・Ｐ20 

⑤ 二酸化チオ尿酸・・・Ｐ23 

⑥ 窒化アルミニウム・・・Ｐ29 

⑦ 窒化ケイ素・・・Ｐ35 

⑧ アゼチジン・・・Ｐ38 

⑨ グルタロニトリル・・・Ｐ47 

⑩ ボルネオール・・・Ｐ56 

〔参考Ⅱ－２〕 
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906605
テキストボックス
塩化鉄（Ⅲ）無水物
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テキストボックス
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906605
テキストボックス
４－ヒドロキシテンポ
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906605
テキストボックス
ナフテン酸コバルト
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906605
テキストボックス
二酸化チオ尿酸
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906605
テキストボックス
窒化アルミニウム
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906605
テキストボックス
窒化ケイ素
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906605
テキストボックス
アゼチジン
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906605
テキストボックス
グルタロニトリル
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906605
テキストボックス
ボルネオール
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１ 塩化鉄（Ⅲ）無水物 
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10 ボルネオール 

 
 

 


	バインダー3
	1
	一次候補物質

	Book1
	二次候補物質

	Book2
	試験物品


	〔参考Ⅱ－２〕表紙
	〔参考Ⅱ－２〕確認試験結果
	01  塩化鉄（1類）結果
	02  ナトリウムエチラート（二類、三類）結果
	03  4-ヒドロキシ-2,2,6,6-テトラメチルピペリジン-N-オキシル（五類）結果
	04  ナフテン酸コバルト（二類）結果
	05  二酸化チオ尿素（二類、三類）結果
	06  窒化アルミニウム（二類、三類）結果
	07  チッ化珪素（二類）結果
	08  アゼチジン（五類）結果
	09  1,3-ジシアノプロパン（五類）結果
	10  (1R,2S,4R)-1,7,7-トリメチルビシクロ[2.2.1]ヘプタン-2-オール（二類）結果

	〔参考Ⅱ－３〕資料写真



